
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書】

都道府県名 愛媛県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 松山市立旭中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ０ ６
１４

生徒数 ５１ ６６ ５８ ０ １７５

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

確かな学力の向上を目指し、自ら学ぶ生徒を育成する教育の推進

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１，２，３年生・国語
学校として、当該教科に関する研究実績があるから。

・１，２，３年生・英語
少人数学級編成での授業を実施しているから。
上記の教科を中心に各教科で取り組み、全校的に実施している。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
平 確かな学力の向上を目指し、自ら学ぶ生徒を育成する教育の推進
成 ○ 研究の見通し（仮説）

基礎・基本の定着を目指し、全員が各場面で取り組めば、確かな学力14
年 の向上につながるだろう。
度 ○ 研究の内容・方法

実態把握を基に、授業改善及び指導の取組の工夫を中心に全教員が取
り組む。

○ テーマ
平 確かな学力の向上を目指し、自ら学ぶ生徒を育成する教育の推進
成 ○ 研究の見通し

基礎・基本の定着を図るため、各人が各場面できめ細かな指導を工夫15
年 に取り組めば、確かな学力の向上につながるだろう。
度 ○ 研究の内容・方法

１年次の課題を基に改善を加えて取り組み、研究実践の公開を実施す
る。

○ テーマ
平 確かな学力の向上を目指し、自ら学ぶ生徒を育成する教育の推進
成 ○ 研究の見通し

主体的な課題解決を図るために、きめ細かな指導に取り組めば、確か16
年 な学力の向上につながるだろう。
度 ○ 研究の内容・方法

過去２年間の取組を基に実態把握をし、改善を加えながら、継続的な
研究実践をする。



( ) 研究推進体制3

校 長

教 頭

企画会 研究推進委員会

研修職員会

道徳教育部会 教科指導部会 特別活動部会

授業研究部門 実態把握部門

総合的な学習の時間部会

・研究推進委員会
校長・教頭・教務主任・研修主任・学年主任・部門長を中心に

必要に応じて、教科主任が出席する。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

ア 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材の開発
(ｱ) 国語科で新聞記事のスクラップノートづくりを行うことにより、言語に
ついて主体的に調べ、文章の内容を理解していこうとする態度が育ってき
ている。また、基礎基本の定着を目指した学習に取り組ませることで、表
現力が向上した生徒が増えてきている。

(ｲ) 選択社会科で環境問題について調べ学習を行う上で、小集団による課題
、 。追求学習を取り入れることや発表会を持つことで 意欲が長続きしている

(ｳ) 選択音楽科では、使用する楽器の種類を多くすることによって、幅広い
音楽性が育成されつつある。

(ｴ) 選択技術科では、生徒の興味・関心に応じて発展的な製作に取り組ませ
ることで、授業に主体的・意欲的に臨む姿が多く見られるようになった。

イ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
(ｱ) 全校一斉に朝読書を実施して、読書に対する意欲が高まり、読解力が全
体的に向上してきている。

(ｲ) 国語科・数学科では、Ｔ・Ｔの導入により個別指導の充実を図ることが
できた。また、小集団による学び合い学習や配慮を要する生徒への声かけ
の機会が増えた。

(ｳ) 理科では、個に応じた学習形態や指導過程を工夫することで、学習内容
の定着がより促進され 「学ぶ力」が高まりつつある。、

(ｴ) 美術科では選択や第３学年後期の授業に、題材や材料などを統一せず多
様なコースを開設したことで、生徒の主体的で意欲的な取組が持続してい
る。



(ｵ) 保健体育科では、学習形態や指導過程を工夫して継続的な指導を続ける
ことで、技能向上を目指した意欲的な取組が見られるようになった。

(ｶ) 英語科では、少人数学習による課題別授業を実践して、きめ細かな指導
を行うことができた。そして、ＡＬＴとのＴ・Ｔの授業では、生徒は体験
活動を通して学ぶ楽しさを体感できている。

ウ 生徒の学力の評価を生かした指導の改善
(ｱ) 総合的な学習の時間では、創作活動において自己評価・相互評価を取り
入れることによって、意欲が持続している傾向が見られた。

エ その他
(ｱ) 学習に関する実態調査を１年次と同様に全校生徒に実施し、学習への取
組の状況を把握し、指導改善のための資料とした。その中には、全校一斉
に朝読書を実施したことの効果がはっきりと表れている。

(ｲ) 各教科が生徒へのアンケートを実施し、研究推進のための資料とした。

２．今後の課題

ア 国語科での自己評価・相互評価を生かした読みや復習の指導では、自己評
価・相互評価に時間を費やしすぎたので工夫改善が必要であると考える。
イ 選択社会科では、計画や評価の項目、観点別評価規準などを随時見直す必
要があると考える。

ウ 数学科では、個に応じた評価の仕方を工夫する必要があると考える。
エ 理科では、既習事項を活用したり、次の段階の方法を考えたりする生徒を
どう育成するかが課題である。
オ 選択音楽科では、自己評価だけでなく相互評価も毎時間実施するかどうか
検討している。
カ 保健体育科では、男女別修から男女共修に変わった学年の、意欲の低下傾
向が課題である。
キ 選択技術科では、製作が進んで難易度が増したときに、いかにモチベーシ
ョンを保っていくかが課題である。

ク 英語科では、少人数学習のグループ編成の方法が課題である。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・ 各学年毎学期初めに学力診断テスト（国・社・数・理・英の５教科）を実
施
・ 学習に関するアンケート（授業前の準備状況、学習に対する意欲の状況、
読書の状況、家庭学習の状況などを問うもの）を毎学期実施

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○研究会開催実績
・会の名称 平成15年度第２回学力向上フロンティア事業研究指定校授業公開
・日 時 平成１５年１１月２０日（木）
・場 所 松山市立旭中学校
・テ ー マ 確かな学力の向上を目指し、自ら学ぶ生徒を育成する教育の推進
・対 象 松山管内地区協議会委員、松山管内小中学校教職員、保護者

○ＨＰ作成等について
・学校のＨＰ上で、研究成果を公開することについては検討中である。



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校÷

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級÷
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導÷ ÷
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科÷ ÷ ÷ ÷
外国語 音楽 美術 技術・家庭÷ ÷ ÷ ÷
保健体育 その他÷

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無÷
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